
 

      

 

  本日、高等部の 30 名が、丹波支援学校を巣立っていきました。卒業生にとって、高等部

の 3 年間のうち最初の一年は、コロナで活動に制限があり、学年が上がるごとに少しず

つ、元通りの学校生活を送ることができるようになったというものでした。そのような中でも

工夫を凝らし、学校のリーダーとして後輩達をリードした卒業生。持ち前の明るさと丹波支援学校で学んだ

ことを生かして、社会で活躍することを期待しています。 

また、１４日には、小学部と中学部の卒業式を迎えます。それぞれの学部でしっかりと学び、力をつけた卒

業生を温かく送り出せるようにしたいと思います。卒業生の保護者の皆様、これまでの学校への御支援と

御協力ありがとうございました。 

 

 

学校評価アンケートへの御協力ありがとうございました。今年度は初めての試みとして Forms とアンケ

ート用紙を併用し実施しましたが、７５％を越える方が Formsでの回答をいただきました。回答数はそれぞ

れ小学部 75（昨年度：83）％、中学部 57（79）％、高等部 49（61）％、全校で 61（74）％の回答をい

ただきました。御意見を生かし、期待にお応えできるよう努力してまいりますので、引き続きよろしくお願いし

ます。                  （A：十分に達成できている。B：ほぼ達成できている。C：あまり達成できていない。D：ほとんど達成できていない。） 

問１：学校生活の楽しさ 問２：子どもへのかかわり方 問３：子どもに合った行事 
   

 

「学校生活の楽しさ」は、昨年度とほぼ同じ結果でした。子ども達が学校を楽しみにしていること、大変 

励みになります。特に小学部では「とても楽しい・楽しい」あわせて９８％を越える保護者の皆様からの回

答をいただきました。引き続き教職員一同努力していきたいと思います。 

「子どもへのかかわり方」も昨年度に引き続き、教職員の子どもへのかかわりを高く評価していただき 

ました。「子どもたちのことをよく見ていて適切な支援ができている」、「些細な変化に気付いてくださって

いる」等の御意見の一方で「一部の教員のかかわりが適切でない」、「子どもの気持ちに寄り添えていな

い」といった御意見もいただきました。これらの意見を真摯に受け止め、日々のかかわり方を、教員一人

一人が振り返っているところです。今後も校内で研修等を積み重ね、個々の児童生徒に合った適切な指

導・支援ができるように努めていきます。 

「子どもに合った行事」では「無理なく楽しめるように工夫されている」や「季節に合った行事を楽しん

でいる」などの一方で「目的などを伝えていただければなお良い」という御意見もいただきました。引き続

き、授業や行事の「ねらい」や「目的」をしっかりとお伝えしていきたいと思います。 
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卒業生の皆さん、御卒業おめでとうございます。 
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問４：子どもに合った授業 問５：あゆみの内容 問６：進路指導と情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもに合った授業」、「あゆみの内容」「進路指導と情報」は、昨年度と大きく変わることはありませ

んでした。引き続き研究部を中心に授業改善に取り組んでいきます。進路指導については、小学部・中学

部から、「進路の話はまだほとんどしていないので分からない」「もう少し詳しく情報提供をしてほしい」と

いう意見がありました。特別支援学校は毎日の生活、授業が自立と（卒業後の）社会参加に向けた取組

です。就職先をどうするかということに限らず、お子様の得意なことを伸ばし、卒業後の生活に向けた取

組を学校と保護者の皆様とで共通理解し、教員が、それを子ども達の生活や授業に組み込んでいきま

す。学校としては引き続き保護者の皆様に取組について丁寧に説明していく必要性を感じました。 

問７：保護者への連絡  問８：各種たよりの情報 問９：施設設備の整備 

 

 

 

 

 

 

 

「保護者への連絡」「各種たよりの情報」は、昨年度同様「十分達成している・達成している」をあわせ

て９５％を越えています。「連絡帳に様子が思い浮かぶように書いてくださっていて必要時には電話もい

ただいている」「他学部の行事などの様子が分かってよい」などの御意見をいただきました。 

「施設設備の整備」は、古くなった設備の改善への意見がありました。本年度寄宿舎のたたみの新調、

エアコンの修理、バスの修理を行いました。改善できることには限りがありますが、予算の中で順位をつ

けながら改善していきます。 

問 10：学校のていねいな対応  問 11:学校公開の地域発信効果  
   

「ていねいな対応」は、「十分達成している・達成している」をあわせて９５%でした。引き続き丁寧な対

応を心掛けていきたいと思います。 

「学校公開の地域発信効果」は、「十分達成している・達成している」あわせて５%増加しました。「通っ

ていた保育園の先生から HP 見たよと声を掛けていただいた」「新聞紙面で目にする機会が増えたよう

に思う」等の御意見をいただきました。また「校区内 PTA交流会」では 60名を超える参加者があり、保

護者講演や校内見学も実施しました。子ども達が楽しく学習している様子やがんばりを多くの方にお知

らせし、本校のことを理解していただけるように努めます。 
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